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台湾観光局

「日台文化交流 青少年スカラシップ」は、
 日台の架け橋となる若者の育成を目指します
「日台文化交流 青少年スカラシップ」は、
 日台の架け橋となる若者の育成を目指します

作品募集中
大賞・優秀賞受賞者を、
台湾研修旅行にご招待

【締め切り】
2019年1月15日（火）

必着

❶〜⓲まで必要事項をすべてご記入ください

テーマ:台湾に関すること
❶ 応募部門（該当する箇所に□✓してください）

作文部門に応募する方	 ■	日本語 スピーチ部門に応募する方	 ■	中国語　■	台湾語

❷タイトル （ご自身で考えたタイトルを30字以内でご記入ください）

例）	「私から見た台湾」、「日台の将来」、「日本と台湾の絆」、「台湾文化の魅力」、「台湾の同世代とやってみたいこと」
	 「日台のためにできること」、「台湾学生との交流について」、「日台の教育の違い」、「日台スポーツ交流」
	 「台湾で行ってみたいところ」、「私と台湾との出会い」など

❸ 氏名（ふりがな） ❹ 性別 ❺ 生年月日

男　　女  年　　　　　　　月　　　　　　　日

❻ 保護者名（ふりがな） ❼ 自宅住所（ふりがな）
〒□□□ - □□□□

❽ 電話番号（携帯電話番号 推奨） ❾ E-mail ※必須

－　　　　　　　－　　　　　　　－

❿ 正式学校名（ふりがな）※正式名称 ⓫ 学年

⓬ 学科・コース（未記入可） ⓭ 卒業高校名（大学、大学院、専門学校の方のみ記入）

⓮ 学校住所（ふりがな） ⓯ 担当教諭、先生名（未記入可）
〒□□□ - □□□□

⓰ 学校電話番号

－　　　　　　　－　　　　　　　－
⓱ 外国語能力（レベルに〇を付けてください） ⓲ 海外渡航（滞在）経験

（ ）語　　堪能／日常会話レベル

（ ）語　　堪能／日常会話レベル

（ ）語　　堪能／日常会話レベル

□台湾
回数　　　回／滞在期間（合計　約　　　日／月／年）

□国（ ）
回数　　　回／滞在期間（合計　約　　　日／月／年）

□国（ ）
回数　　　回／滞在期間（合計　約　　　日／月／年）

□なし

アンケート
いずれかに□✓を
してください。

●日台文化交流 青少年スカラシップを、何で知りましたか？
□ 新聞広告（ ）例 . 産経新聞、 
  フジサンケイ ビジネスアイなど

□ インターネット（ ）例 . YAHOO! など

□ 学校の掲示物　□ 先生の勧め　□ 知人から　

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

備考欄（事前に伝えておきたいことなどがありましたらご記入ください）

日台文化交流 青少年スカラシップ 2019

第16回 作品応募用紙
■応募用紙は、下記いずれかの方法でご記入、ご提出ください

1. このページを切り取る　  2. コピーする
3. 公式ホームページからダウンロードする
　 http://www.business-i.jp/scholarship/

※応募者の個人情報は当企画以外の目的には使用しません

学生を対象に

「作文（日本語）」、「スピーチ（中国語·台湾語）」部門の出場者を募集！

作品送付先
〒135-0033　東京都江東区深川 2-12-4-201

（株）LS プランニング 内　日台スカラシップ事務局分室
TEL. 03-5621-7850
※問い合わせは事務局 (scholarship@sankei.co.jp) へお願いいたします。

事務局記入欄



大賞・優秀賞受賞者を台湾研修旅行にご招待！

「日台文化交流 青少年スカラシップ」は、
日台の架け橋となる若者の育成を目指します

産経新聞社およびフジサンケイ ビジネスアイを発行する日本工業新聞社は、日本と
台湾の文化交流促進を目指す「日台文化交流 青少年スカラシップ」を実施します。

学生から「作文」、「スピーチ」を募集し、両部門の中から選ばれた大賞・優秀賞受賞
者を台湾研修旅行に招待、日台間の相互理解と相互交流を深めます。

日本と台湾は歴史的なつながりが深く、双方の先人たちのたゆまぬ営みによってとも
に繁栄を遂げてきました。最近では金融や先端技術から農産物までさまざまな経済交
流やマンガ・娯楽などの文化を通じて台湾の多くの人々が日本に強い関心を寄せ、世
界の中でも最も親日家の多い土地柄でもあります。

本企画では、日本の若い世代が現地での学校訪問や、日本統治時代に日本語教育
を受けた“台湾日本語世代”との交流など、幅広い年齢層の人 と々のコミュニケーショ
ンを通して外から日本を見つめ直す機会を提供します。これにより、日台の新しい世代
による友好関係を促進するとともに、アジア、世界で活躍できる人材の発掘と育成を目
指します。

201816 2019

【応募資格】
作 文 部 門:

（日本語）
中学校、高等学校（全日制、定時制、通信制）、盲・ 
ろう・養護学校高等部、高等専門学校、短期大学、
大学、大学院、専門学校に在籍する生徒・学生で
29歳以下。

スピーチ部門:
（中国語・台湾語）

関東圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、
群馬県、栃木県）にある高校、大学、大学院、専門
学校に在籍する生徒・学生で29歳以下。2019年 
2月12日（火）に都内で実施する最終審査会に参加
できる方。

※両部門とも日本国籍を有していることが条件。
【点数】
各部門1人1点に限ります。（必ず応募用紙を添付してください）
※両部門の応募は不可

【作品送付先】
　〒135-0033 東京都江東区深川2-12-4-201
　（株）LSプランニング 内　日台スカラシップ事務局分室
　TEL. 03-5621-7850

【締め切り】2019年1月15日（火）必着　
【発表】
2019年2月末までにフジサンケイ ビジネスアイ、産経新聞紙上にて
発表します。また応募者のEメールにも結果をお送りします。
※大賞〜優秀賞の受賞者は2月12日（火）以降、事務局よりご連絡します。

【諸注意】応募作品は未発表のものに限ります。
＊奨励賞までの版権は主催者に帰属します。
＊優秀作品は新聞やWeb等で公表します。
＊資料などを引用する場合は出典を明記してください。
＊応募作品は返却しません。
【事務局】 （お問い合わせ）
産経新聞東京本社　メディア営業局内

「日台スカラシップ」事務局
〒100-8079　東京都千代田区大手町1-7-2
TEL. 03-3275-8656（土日祝日を除く、10：00〜18：00）
FAX. 03-3275-8932
E-mail. scholarship@sankei.co.jp

【授賞式】2019年3月19日（火）予定
※大賞〜優秀賞の受賞者と保護者を都内で行われる授賞式にご招待します。

【台湾研修旅行実施予定】
2019年3月19日（火）〜3月24日（日）5泊6日予定

募集要項 — 作文、スピーチを募集

■大賞（台北駐日経済文化代表処 代表賞） 1名（優秀賞の中から選出）
表彰状、台湾研修旅行、奨学金5万円

■審査委員長特別賞 1名（優秀賞の中から選出）
表彰状、台湾研修旅行

■優秀賞 12名程度（両部門の中から選出）
表彰状、台湾研修旅行 

■奨励賞 20名程度（両部門の中から選出）
表彰状

■佳作 数名程度（両部門の中から選出）
表彰状

賞 — 大賞・優秀賞受賞者を台湾研修旅行にご招待

＊未発表のものに限ります。資料などを引用する場合は出典を明記してください。

■作文部門 ［日本語］ 
テーマ：台湾に関すること
タイトル：ご自身で考えたタイトルを作品の応募用紙に記入してください。
文字数：2000字以内
書   式：A4用紙縦向き、横書き20字×20字（推奨） 

※パソコン、手書きはどちらでも可

■スピーチ部門 ［中国語・台湾語］ 
テーマ：台湾に関すること
タイトル：ご自身で考えたタイトルを作品の応募用紙に記入してください。
論文審査：主張する内容を中国語（繁体字を推奨）で800字以内の論文

にまとめてご応募ください。また、日本語訳も添付してください。
本審査：論文審査通過者を対象に中国語または台湾語でスピーチして

いただきます。（両方も可） 
時間はスピーチ3分、審査員との質疑応答2分の計5分です。
配点は論旨30点、態度声調20点、熱意20点、即興（質疑応答）
30点で合計100点。審査委員の合議で各賞を決定します。

＊本審査日時：2019年2月12日（火）予定
（詳細は別途ご連絡いたします）
＊本審査会場：東京都内（詳細は別途ご連絡いたします）

募集作品の規定事項

前回報告書および作品集「第15回研修旅行の記録」はホームページ
http://www.business-i.jp/scholarship/

 でご覧いただけます。

  2018年 第15回台湾研修旅行前回レポート

3/20（火）
・授賞式
・成田発⇒台北桃園国際空港へ
3/21（水）
・教育部を表敬訪問
・中正紀念堂観光
・総統府・陳建仁副総統を表敬訪問
・外交部と台湾日本関係協会を表敬訪問
・圓山大飯店（グランドホテル台北）観光
・台湾歌壇との会食（兄弟大飯店）
3/22（木）
・台湾高速鉄道で台南へ
・八田技師記念室見学
・烏山頭ダム見学
・億載金城を見学
・藍晒圖文創園區を散策
・台南赤崁楼を見学
・夕食（台南赤崁担仔麺）
・台湾高速鉄道で台北へ

3/23（金）
・龍山寺観光
・友愛グループとの昼食会
・学生交流プログラム

東呉大学（大学生）
延平高級中学（中学・高校生）

・台湾学生宅へホームステイ

3/24（土）
・学生討論会
・ホテル付近でショッピング（お土産購入）
・十分で天燈（ランタン）上げ
・九份散策

3/25（日）
・国立故宮博物院を見学
・昼食・人形劇ポテヒ体験（敘舊布袋戲園）
・台北・桃園空港発 成田着
　⇒解散
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第15回参加者の感想文

審査委員
（敬称略・順不同）

� 水野�佐紀（愛知県立千種高等学校2年）
　「台湾にとっての日本」それが一体どんなものなのかを今回の研修旅行での貴重な経
験、そして出会ったすべての人々との交流を通して、私は身をもって感じることができ
ました。
　総統府、外交部、教育部では、政府関係者の方々とのお話や質疑応答の機会を頂き、
日台の政府間の実情や日本統治時代の日本文化が台湾の多文化主義に大きく影響して
いることを学び、台湾歌壇、友愛会の日本語世代の方々との会食では、台湾の美食を堪
能しながら、日本統治時代のお話や台湾の歴史について語り合いました。そして、私が
一番楽しみにしていた延平高級中学の学生との交流会、ホームステイ体験。台湾の学
生が日本に対してたくさんの関心を寄せ、一生懸命日本語を勉強する様子を見て、私も
もっと台湾について勉強しなくては、と感化されました。また、日台関係を語る上で欠
かせない「嘉南大圳」の父、八田與一。彼が生涯をかけて造り上げた烏山頭ダムのあま
りの美しさには圧倒されました。戦後から台湾の方々が八田先生への敬意や感謝を忘れ
ることなく、銅像を守り抜いてきた姿、八田先生が台湾の発展のために命を懸けて尽力
した姿は、今後私たちがこの美しい日台関係を後世に残していくために見習うべき姿で
あり、先人達の教訓であると思います。
　この6日間、台湾の方々の日本に対する親しみや愛を至るところで感じることができ
嬉しく思う反面、我々が彼らの日本に対する想いに応えることができているのか、と考
えさせられるとともに、「日本にとっての台湾」とはなんだろう、という疑問が生まれま
した。現状として日本と台湾は正式な国交もないし、台湾は国連にも加盟していないし、
見えない圧力により外交もままならない。「『日台友好』に寄与する、というのは実は難
しいこと」これは今回行われた学生討論で私たちが学んだことです。しかし、台湾は日
本にとって手を携え、共に歩んでいくべき友であり、この研修旅行を通じて出会った仲
間達、台湾で出会った方々と力を合わせれば、後世に続く強力な日台の懸け橋になれる
と確信しています。
　今回の研修旅行で私の日台関係の発展のために貢献したいという気持ちは更に大き
くなり、更に明確なものになりました。このような貴重な機会を与えてくださったすべ
ての関係者の皆様に深く感謝しています。本当にありがとうございました。

� 杉山�香苗（東京都立晴海総合高等学校3年）
　今回第15回日台文化交流青少年スカラシップ研修旅行に参加し、本当に多くの事を
学ぶことができた。今までずっと行きたいと願っていた台湾に両国の友好の懸け橋とし
て滞在できたのは、私にとって大変有意義な経験となった。中でも心に残っているのが
この研修旅行を通して出会った人々との交流である。
　私は今回が初めての台湾訪問であり、基本的な知識もなく、中国語もろくに話せない
私が総統府や教育部の訪問に加え、現地でホームステイなど出来るか心配だった。しか
し教育部では私が質問したことに予想したよりずっと詳しく説明していただき、総統府
にて副総統である陳建仁氏を訪問した際、私のつたないコメントにも関わらず暖かい言
葉と笑顔で接してくださった。そして延平高級中学訪問とホームステイ。交流会に参加
した現地の生徒たちと放課後出かけたが、夜市や有名な小籠包の店など様々な場所に
連れて行ってくれた。食事の時は私がベジタリアンであることを配慮した注文をしてく
れ、帰宅後はのどの調子が悪かった私に数日分の薬までくれた。たった1日の交流であっ
たが、翌日別れるのがこんなに名残惜しかったことはない。
　また、この研修旅行を共にした受賞者のみんなとの交流も私にとってかけがえのない
ものだ。団員の台湾に対する姿勢や学習意欲は、ここには言い表せないほどの力を私に
くれた。年齢も性格も違ったが、「台湾」という不思議な縁で出会えたすべての人達との
つながりをずっと大切にしていきたい。
　「台湾で一番美しい景色は人である」という言葉を後に聞いて、私はその言葉に強く
賛同した。台湾の人たちは親切な人達が多いと前から耳にはしていたが、今回は実際に
彼らの優しさを肌で感じた。私はそんな彼らに応えるべく、この先も台湾と日本の友好
の懸け橋であり続けるよう努力していきたいと心の底から思った。

※研修旅行のスケジュールは前回とは変わる場合があります。

研修旅行の概要報告
S C H O L A R S H I P  T R A V E L  t o  T A I W A N

【審査委員長】渡辺 利夫 （拓殖大学 学事顧問）
【作文部門審査委員】 【スピーチ部門審査委員】
張 温 恭 （台北駐日經濟文化代表處 広報部 諮議） 顧 欽 誠 （台北駐日經濟文化代表處 広報部 部長）
さかもと未明（漫画家、作家、コメンテーター） 馮 彦 國 （横浜中華学院 校長）
室舘  勲 （株式会社キャリアコンサルティング 代表取締役） 呉 育 珊 （東京中華学校 教諭）
林 翠 儀 （自由時報 東京特派員） 林 翠 儀 （自由時報 東京特派員）
山本 秀也 （産経新聞社 論説委員 兼 フジサンケイ ビジネスアイ編集長） 山本 秀也 （産経新聞社 論説委員 兼 フジサンケイビジネスアイ編集長）
上坂 徹 （日本工業新聞社 フジサンケイ ビジネスアイ 代表取締役社長）


